
経営理念

流通価値の創造を通じて
人々の健康と社会の発展に貢献します。

経営方針

サステナビリティ方針

企業活動指針

事業フィールド

1. 社会から信頼される活力ある企業文化の創造

2. 株主価値を高める経営とコンプライアンスの徹底

3. 誠実で自由闊達な社風の醸成と創造性に富む人材の育成

未来へつなごう
「元気と、かがやき」

遵法精神に則り、正しい競争をすることは、

全従業員の質的水準を上げ、企業に変革を起こし、

お客様の喜びにつながり、さらなる企業価値向上となる。

医療と健康、美

メディパルロゴマークについて
手をつなぐ人 と々、調和をイメージしたデザインで、「協調・共生」と「生きるための力強さ」を表現するとともに、

お得意様や取引先と手を携えて成長する企業、多様な方向へ発展していく企業、人間尊重の姿勢を持った企業であることを表現しています。



私たちの想い  ̶広げ、支え、つなぐ̶

cover story #1

メディパルグループは平時、有事を問わず、

お得意様に安定して商品をお届けしていくという一貫した姿勢で歩んでいます。

いつの時代においても、社会や顧客のご期待にお応えできる、

安全で安定した価値ある流通をご提供する卸として、

「流通価値の創造を通じて人々の健康と社会の発展に貢献します。」の経営理念に沿って、

さらに進化をしていきます。

平時 有事と



人 人と

私たちの想い  ̶広げ、支え、つなぐ̶

cover story #2

私たちが届けているのは「モノ」ではなく、そこにある「こころ（想い）」。

どんなにデジタル技術が発展しても、大切なことは人と人とのつながり。

「こころ」と「こころ」のつながりが、いつしか人を突き動かし変革を起こします。

私たちの行動の源は、人が人を想う「こころ」。

思いやりという、その力で人々が健やかに暮らせる社会の実現を目指しています。



社会 共存共栄との

私たちの想い  ̶広げ、支え、つなぐ̶

cover story #3

私たちメディパルグループは、経営理念のもと、

地球環境と社会の課題をさまざまなステークホルダーとともに解決します。

この地球で、だれもが今日より元気でかがやける未来のために。

私たちは、持続可能な社会の実現と企業価値向上を目指していきます。
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本統合報告書の位置づけ

財務情報 非財務情報

IR説明会資料

決算関連資料（有価証券報告書等）

コーポレート・ガバナンス報告書

統合報告書

すべてのステークホルダーの皆様に、メディパル
グループの考える持続的な企業価値創造に向け
た経営の在り方をご理解いただくため、経営戦略
や業績などの財務情報と、環境への取組みや社
会への貢献などの非財務情報を一体的に伝える
コミュニケーションツールとして、本統合報告書を
編集しています。

本統合報告書の編集にあたって
は、IFRS財団の「国際統合報告フ
レームワーク」および経済産業省
の「価値協創ガイダンス」などを
参照しています。

本統合報告書には、当社グループの
計画、方針、戦略、将来の業績に関
する見通しが記載されていますが、
リスクや不確実な要因により、実際
の業績が記載されている予測と異
なりうることをご承知おきください。

編集方針 参照しているフレームワーク 見通しに関する注意事項

一般的

専門的

上記資料は、当社ウェブサイトでご覧いただけます。 https://www.medipal.co.jp/

価値創造ストーリー
価値創造のあゆみ 12
メディパル中期ビジョン 13
価値創造プロセス 15
サステナビリティマネジメント 16
サステナビリティ担当取締役メッセージ 19

2024年3月期（2023年4月1日～
2024年3月31日）または2024年
3月末現在
● 発行時点での最新の情報も可
能な限り記載しました。

● 項目により対象期間、範囲が異
なる場合には、 個 に々その旨を
明記しました。

報告対象範囲・期間



At a Glance

※1 セグメント間取引消去等を除いて算出しているため、合計は100%になりません。
※2 2023年3月期と2024年3月期の2か年累計の、2027メディパル中期ビジョンに掲げた成長投資に伴い発生するのれん償却費・無形資産償却費控除前の利益に対する比率。

時価総額

5,133億円

連結純資産

7,366億円

ROE

７.１％

自己資本比率

33.4％

連結総還元性向※2 

39.2％

フリーキャッシュ・フロー 

540億円

医療用医薬品等卸売事業

64.5％※1

2兆2,957億円
化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業

32.4％※1

1兆1,519億円
動物用医薬品・食品加工原材料卸売等関連事業

3.2％※1

1,140億円

連結売上高

3兆5,587億円

連結売上高構成比 連結営業利益構成比

連結営業利益

473億円

連結経常利益 

645億円

医療用医薬品等卸売事業

36.9％※1

174億円
化粧品・日用品、一般用医薬品卸売事業

57.4％※1

271億円
動物用医薬品・食品加工原材料卸売等関連事業

5.8％※1

27億円
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連結子会社

17社

連結従業員数

13,075名

73,575t-CO2

温室効果ガス排出量※2

（Scope1・2）

女性管理職比率

8.5％

出荷精度  

99.999％

専門人材

AR＊
 約2,400人※1

（株）メディセオ、（株）エバルス、（株）アトル、東七（株）、SPLine（株）、

（株）ＭＭコーポレーション、（株）アステック、（株）ＭＶＣ、

（株）ファルフィールド、メディエ（株）、（株）エム・アイ・シー、

（株）メディパル保険サービス、（株）メディスケット

（株）ＰＡＬＴＡＣ

MPアグロ（株）、MP五協フード＆ケミカル（株）、

メディパルフーズ（株）

約10,000人

約2,200人

約800人

医療用医薬品等卸売事業

化粧品・日用品、
一般用医薬品卸売事業

動物用医薬品・
食品加工原材料卸売等関連事業

従業員数

従業員数

従業員数

13拠点

16拠点

14拠点

物流拠点数

物流拠点数

物流・研究拠点数

＊ 用語説明は、  P.74の用語集をご参照ください。
※1 MR認定試験在籍累計合格者数
※2 Scope1（自社の燃料使用に伴う排出）＋Scope2（自社の電力使用に伴う排出）となります。
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社長メッセージ

メディパルグループでは、医薬品から医療機器、臨床検査試薬、日用品、化粧品、食品加工原材料ま

で、人々の生命や健やかな暮らしを支えるために欠かせない商品を幅広く取り扱っています。これら

が安全・安心・安定的に届くという日々の“当たり前”を、平時はもちろん、有事の際にも支えること

が私たちの役割であり、社会的責務であると考えています。この想いは創業以来変わることなく、現

在に至っています。

2024年1月、令和6年能登半島地震が発生した際、速やかに災害対策本部を立ち上げ、必要とさ

れる商品の供給に努めるとともに、被災地の従業員とそのご家族、お得意様、地域の皆様の思いに寄

り添った支援活動を行いました。有事に迅速かつ的確に動けるのは、1995年の阪神・淡路大震災で

の経験、その後のさまざまな自然災害時の経験を積み重ねてきたことによるものです。

日本は、地震、台風、豪雨、豪雪など自然災害の多い国です。それゆえ、当社グループでは「この国

で、薬を届けるという使命。」を全従業員で共有しています。過去の経験を通じて、自分たちの事業が

何であるか、どうあるべきかを考え、継承していく。当社グループの成長の原動力は、こうした経験と

挑戦の積み重ねであり、世代を超えた人材の融合によるものだと思います。

株式会社メディパルホールディングス

代表取締役社長　渡辺 秀一

変わらぬ想いは、メディパルの原動力

「医療と健康、美」の事業フィールドを通じた
社会への貢献と事業の発展
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当社グループは、「流通価値の創造を通じて人々の健康と社会の発展に貢献します。」

という経営理念のもと、グループ化や事業再編を積極的に行い、事業フィールドを「医療と

健康、美」へと拡大してきました。加えて、安定供給を可能とする強靭な物流機能と流通

ネットワーク、高い専門性を持った営業力を全国規模で構築し、これらの強みを活かすこと

により、サプライチェーン全体の最適化を図る活動を行っています。

今日の日本は、世界に類を見ない少子高齢化の進展、社会保障費の増大、労働力人口

の減少などにより、ビジネスを取り巻く環境が大きく変化してきています。こうした変化は

今後さらに激しさを増すことが予想され、企業の存続には過去の慣習や従来の考え方に

捉われることなく変革を進め、収益構造を変えていくことが不可欠であると考えています。

この変革に向けて、2014年以降、「Change the 卸」と称したビジョンを展開してお

り、卸のあり方を変えていくことに挑み続けています。「ありたい姿」には、「『医療と健康、

美』を広げ、支え、つなぐ 健康応援オーケストラ」を掲げ、従業員、グループ会社やパート

ナー企業がそれぞれの役割・強みに磨きをかけながら、掛け合わせていくことで生まれ

る新たな価値により、人々の健やかな暮らしのお役に立ちたいという企業像を思い描い

ています。

現在、進めている2027年3月期までの「2027メディパル中期ビジョン」では、「海外へ

の進出」「予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大」「デジタルを活用したビジネス基

盤の強化」「持続可能な流通の構築」「地域医療における価値共創」の5つを成長戦略に

据えています。主な活動事例をご紹介すると、

◯◯ 海外への進出  詳細はP.32、P.34

ＪＣＲファーマ（株）とともに国内外での医薬品開発に挑戦。超希少疾病に苦しむ患者

さんとご家族にとって新たな治療方法の実現と提供を目指す。
◯◯ 予防・未病、アグロ・フーズ領域の事業拡大  詳細はP.33、P.34

予防・未病領域における新規ビジネスへの挑戦やMP五協フード＆ケミカル（株）とメディ

パルフーズ（株）の子会社2社を経営統合し、日本の食を取り巻く環境変化に対応した

新たな価値創造を目指す。

◯◯ デジタルを活用したビジネス基盤の強化  詳細はP.32、P.37

医療に関連した、さまざまな特長を有するベンチャー企業に投資し、当社グループのリ

ソースとの融合により、利便性のある新たなサービスを創造し、普及させる。
◯◯ 持続可能な流通の構築  詳細はP.26

九州エリアにおける医薬品流通の基盤を強化。また、物流合弁会社を立ち上げ、医薬品

と臨床検査検体の共同輸配送（シェアリングロジスティクス）の実現を目指す。
◯◯ 地域医療における価値共創  詳細はP.38

希少疾病領域に特化した活動や、女性特有の疾病に特化した専門組織をつくり、地域の医

療機関や自治体などとの連携により疾患の啓発や潜在患者さんの発掘を行う。

といったことに注力しています。

当社グループでは、病気になった際の治療だけでなく、病気になる前、つまり予防・未病

の段階、また、人の良き伴侶となる動物の医療、さらには心と身体を豊かにする食生活にま

で広く目を向け、多くの人々の願いでもある健康寿命の延伸に寄与する取組みに力を入れ

ていきます。病に苦しむ人が減り、人々の暮らしがより健やかなものとなり、その結果として

社会の発展につながれば、これほど幸せなことはないと思っています。

5つの成長戦略を進めていくうえで重要になるのが「人材」です。とりわけヘルスケアの

世界では、たとえ最新鋭のシステムが導入され、デジタル化が進んだとしても、リアルな世

界、つまり「人と人」のつながりがなければ成り立ちません。

当社グループでは、変化の激しい時代に求められる人材像を「未来志向型人材」と定義し

ており、ありたい組織像やありたい人材像、そしてありたい人材ポートフォリオの実現に向

けた取組みを進めています。

多様な価値観を持つ者同士が互いを認め合い、尊重し合い、年齢・性別・キャリア・役職など

にかかわらず切磋琢磨しながら、明るく、楽しく、前向きに取り組める創造性豊かな企業文化を

醸成していく。このことがグループの成長、さらには未来への道を切り拓いていくことにつながる

と考えています。　  詳細はP.20

成長戦略を推し進めるのは人材の力

「 」に取り組む意義
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現在、当社グループはビジョンに沿って変革を推進しており、新たな事業への投資を積

極的に行っている局面にあります。

そのような中で、「資本政策に関する基本方針」に沿い、「資本収益性の向上」と「資本コ

ストの低減」を両輪とした事業・財務活動を通じて、企業としての持続的成長と企業価値

最大化に努めています。

主な取組みの一つに、政策投資株式の削減があります。株式保有リスクの抑制や資本

効率性の観点から、その残高を削減することを基本方針としており、今後も継続して取り

組んでいきます。

また、株主の皆様への利益配分については、原則として「本中期ビジョンに掲げた成長

投資に伴い発生するのれん償却費・無形資産償却費控除前の利益に対する配当性向を

安定的に維持・向上させる」こととあわせて、資金需要を総合的に見極めながら、資本効

率の向上と一層の利益還元を目的とした「自己株式の取得・消却」を弾力的に実施してい

ます。　  詳細はP.40

サステナビリティとは「社会との共存共栄」であると捉えており、当社グループでは、経

営理念に基づく事業活動やSDGsをはじめとした社会課題との関連性を整理し、その解

決とグループの持続的な成長を両立させるための重要課題（マテリアリティ）を6項目特

定しています。グループ各社との連携・協力により、サステナビリティ経営を積極的に推

進しています。

中でも、グループコンプライアンスの強化とガバナンス体制の構築にも力を注いでいま

す。グループ全体での教育を充実させるとともに、取締役会においても、コンプライアンス

の遵守状況をモニタリングする仕組みを構築し、コーポレート・ガバナンスの一層の充実

を図り、健全で透明性の高い企業経営を行っています。

企業は社会を構成する一員であり、社会の発展に貢献することが役割です。人々の豊

かで健やかな生活に貢献する価値を生み出し続けることこそが私たちの大きな役割であ

ると思います。当社グループは、これからも時代の先を見据え、主体性を持ってたゆまぬ

変革を行うことで社会との共存共栄を図り、ステークホルダーの皆様とともに成長・発展

していく企業であり続けたいと思います。　  詳細はP.16

サステナビリティは社会との共存共栄

積極投資、資本政策、株主還元
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